
第 2 回リーディングセミナー（平成 24 年 7 月 25 日） 報告                  

 

セミナー・演者との懇談会・懇親会の３部構成により、講義棟会議室で開催

した。  

 

◆セミナー  (14:30～ 16:10)：  参加者  約 50 名  

「Unique and common diseases of farm animals of Scotland」  

(Catherine Lamm, DVM, DACVP, MRCVS, School of Veterinary 

Medicine, University of Glasgow) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Lamm 先生(グラスゴー大学 講師)との質疑応答 

セミナーの様子 
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講演要旨：  

 スコットランドはイギリスのグレート・ブリテン島の北方に位置する国で

ある。北方であることと雨量が多いことから様々な疾病が野生動物および生

産動物に認められる。本講演ではスコットランドにおける馬、牛および羊に

認められる一般的および特徴的な疾病の病理学について解説する。  

1.ウマ 

 類肉腫                               クッシング病 

 蹄葉炎                               ミオパシー 

 Grass sickness を含む腸疾患           サワギク中毒 

 

2.ウシ 

 気管支肺炎                      Bleeding calf syndrome 

 胃腸疾患                             腹腔動脈破裂 

 肝吸虫                        牛海綿状脳症 

 外傷性心内膜炎                    口蹄疫 

 気腫疽     

    

3.ヒツジ 

 気管支肺炎                           肺吸虫 

 捻転胃虫                             球菌 

 銅中毒                               Jaagsiekte 

  Schmallenberg virus 

 

質疑応答（一部）：   

Q. Schmallenberg virus はスコットランドにおいて分離されているか。  

A. ヨーロッパ本土だけでなく England でも分離されている一方で、スコッ

トランドでは分離されていない。  

 

Q. ウマのサワギク中毒の肝組織像において、繊維化は見られる一方で炎症

細胞浸潤が乏しい理由は、慢性期の像を見ていることによるのか。  

A. 提示した組織像は慢性期の像である。また、急性期においても肝細胞壊

死はあるものの、炎症細胞浸潤は乏しい。  

 



第 2 回リーディングセミナー（平成 24 年 7 月 25 日） 報告                  

 

◆懇談会  (16:10～ 17:10)：  参加者  約 30 名 (教員含む )  

「グラスゴー大学獣医学部とスコットランドの文化について」  

 

概要：  

スコットランドはイギリスのグレート・ブリテン島の北方に位置する。スコットラ

ンドはイギリス、バイキングおよびローマ文化の影響を強く受けたケルト文化色が強い。

スコットランドはグラスゴーおよびエジンバラといった主要都市を中心とした都市文化

色が強く、スコットランド北方の海と湿地に囲まれた豊かな土地である。スコットランド

の文化には強い宗教色があり、カトリックとプロテスタントに分かれている。スコットラ

ンドはバグパイプ、ゴルフおよびハギスまたはカレントカゲなどのユニークな料理で有名

である。       

グラスゴー大学獣医学部は、スコットランドの西海岸、グラスゴーの北部に位置する。

グラスゴー大学獣医学部の歴史は古く、卒業生には大小全ての生き物たちの著者であるジ

ェームズ•ハリオットがいる。獣医学部は CT、MRI およびリニアアクセルレータを持つ最

先端の小動物クリニックを有し、スコットランドで唯一の神経疾患の紹介病院としての役

割も有する。馬の医学および農業研究のためのスコットランド Weipers センターもキャン

パス内に位置している。獣医学部はウイルスおよび癌研究のための Beatson研究所などい

くつかの研究機関と提携している。獣医学部はまた、Dog’s Trust、Hessilhead 野生動物セ

ンター、エジンバラ動物園を含むいくつかのボランティア慈善団体と提携している。 

キャンパス内の優れた施設や研究機関およびボランティア団体との提携は、

獣医学を学び、国際経験を積むためのユニークな場所となっている。北海道

大学の学生がグラスゴー大学で学ぶ機会はたくさんあり、本講義ではスコッ

トランドの文化について説明するだけではなく、グラスゴー大学と北海道大

学間の国際的な学生交流のための試みについて紹介する。  

 

●学生オーガナイザーより  

足立 真実    (獣医外科学教室博士課程 2 年 )  

 

今回のリーディングセミナーは私が企画  

したというよりもサポーターの先生方や  

職員の方、同研究室の皆、そして前任者の  

学生の方全員で作り上げたセミナーという  

Lamm 先生のセミナーおよび懇談会の司会を務め

る金尚昊さん(D1・左)と筆者(足立真実、D2) 
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のがぴったりの表現だと思います。初め、このお話を受けた時はとても私に

は無理だと思っていましたし、実際今も一人では絶対に不可能であったと思

います。確かにセミナーを企画し、運営する力は将来必ず必要になってくる

能力だと思います。しかし、今回のセミナーの企画・運営を通して私が強く

感じたことは、様々な人に協力してもらい、仕事を分担してもらうことで大

きな何かを作り上げるということの大切さです。自分一人では到底出来ない

ことも、様々な人に協力してもらうことで実現することが出来るという経験

は今後の私の人生においても貴重な経験になったと思っています。  

また、今回お招きした Lamm 先生は非常に気さくな方で、拙い私の英語を

理解しようとして下さり、私にも分かるように説明しようと努力して下さる

素晴らしい先生でした。さらにプレゼンテーションも素晴らしく、ただ受動

的に教わるだけではなく、常にディスカッションをし、分かり合おうとする

講義形態にも感銘を受けました。私もいつかプレゼンテーションをする際に

は Lamm 先生のような有意義なディスカッションが出来る講義を行ってみ

たいと思いました。  

最後になりましたが、心もとない私を導いて下さったサポーターの先生方、

職員の方、セミナーの運営に協力して下さった皆様、素晴らしいプレゼンテ

ーションをして下さった Lamm 先生、有意義なディスカッションをして下さ

った参加者の皆様のおかげで無事第 2 回目リーディングセミナーを終えるこ

とが出来ましたこと、この場をお借りして感謝の意を述べさせていただきま

す。  


